
おこっぺぎかい

　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

去
る
八
月
二
十
八
日
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
は
、
道
内
行
政
視
察
と
併
せ

て
所
管
事
務
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
業
環
境
三
法
が
平
成
十
六
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
が
、
興

部
町
で
は
こ
れ
に
伴
う
整
備
が
順
調
に

進
ん
で
い
な
い
事
も
あ
り
、
先
進
地
で

あ
る
標
茶
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
道
営
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
で
平
成
十
四
年
、
十
五
年
で
整

備
し
た
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
費
三
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
、

受
益
者
負
担
金
五
％
、
町
が
二
十
二
・

五
％
の
負
担
で
あ
り
ま
す
。
四
戸
の
農

家
で
共
同
利
用
を
す
る
施
設
で
個
々
の

農
家
か
ら
離
れ
た
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
一
日
二
戸
の

農
家
が
十
㌧
の
糞
尿
を
搬
入
し
、
水
分

調
整
の
た
め
前
処
理
施
設
に
四
十
分
か

ら
五
十
分
く
ら
い
水
分
調
整
材
と
一
緒

に
置
い
て
そ
の
後
、
発
酵
舎
、
こ
れ
は

三
つ
の
発
酵
レ
ー
ン
が
あ
っ
て
撹
拌
を

し
な
が
ら
二
十
八
日
間
か
け
て
発
酵
さ

せ
る
方
式
で
す
。発
酵
が
終
っ
た
後
は
、

乾
燥
舎
で
十
日
間
寝
か
せ
出
来
上
が
っ

た
堆
肥
は
、水
分
調
整
材
と
し
て
利
用
、

更
に
牛
床
と
し
て
も
利
用
す
る
。ま
た
、

発
酵
中
に
出
た
水
分
は
貯
留
層
に
貯
め

て
草
地
に
還
元
散
布
を
し
、
こ
れ
に
係

る
運
営
費
は
、
一
ヶ
月
二
十
五
万
円
か

ら
三
十
万
円
ぐ
ら
い
農
家
負
担
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

二
ヶ
所
目
は
、
シ
ー
ト
を
使
っ
た
簡

易
の
低
コ
ス
ト
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
が
考
案
し
た
も
の
で
実
証

展
示
の
農
家
を
視
察
し
ま
し
た
。
構
造

は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
土
を
掘
っ
て
シ

ー
ト
を
敷
く
だ
け
の
も
の
で
、
長
さ
や

幅
は
、
農
家
の
規
模
に
よ
っ
て
、
或
は

何
ヶ
所
に
す
る
か
で
決
ま
り
ま
す
が
、

深
さ
は
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
底
面
に

二
％
の
勾
配
を
つ
け
、
そ
の
上
に
厚
さ

が
〇
・
八
ミ
リ
以
上
の
シ
ー
ト
を
敷
き

暗
渠
管
を
入
れ
て
浸
透
し
た
、
は
い
汁

が
抜
け
る
様
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
に
土
を
入
れ
る
が
、
埋
め
戻
し
に
は

浸
透
性
の
良
い
火
山
灰
等
を
利
用
し
、

こ
の
上
に
堆
肥
を
積
ん
で
い
き
一
年

く
ら
い
で
草
地
に
散
布
を
す
る
と
の
事

で
、
こ
の
施
設
の
資
材
費
用
は
一
平
方

米
あ
た
り
約
一
、
七
〇
〇
円
で
あ
る
。

　

初
め
に
視
察
し
た
道
営
事
業
の
施
設

は
、
理
想
の
処
理
方
法
で
完
熟
し
た
堆

肥
と
な
り
合
法
的
で
あ
る
が
、
個
々
の

農
家
が
出
来
る
事
業
費
で
は
な
い
と
思

う
。
ま
た
、
道
の
考
案
の
施
設
は
水
分

を
抜
い
た
堆
肥
を
一
年
間
野
積
み
に
し

て
お
く
だ
け
な
の
で
完
熟
堆
肥
と
な
ら

な
い
が
安
い
費
用
で
出
来
る
。
ど
ち
ら

も
一
長
一
短
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

総
務
社
会
常
任
委
員
会

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
阿
寒
町
ー

　

去
る
八
月
二
十
九
日
、
当
委
員
会
は

阿
寒
町
を
訪
ね
「
市
町
村
合
併
」
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

阿
寒
町
を
研
修
先
と
し
た
の
は
、

一
、
道
内
で
も
最
も
早
く
「
合
併
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
実
質
協
議
に
入
っ
て

い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
。

二
、
大
都
市
＝
釧
路
を
中
心
に
合
併

を
進
め
て
い
る
地
域
で
あ
り
〝
対
等
合

併
〞
と
い
え
ど
も
実
質
〝
吸
収
合
併
〞

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
我
町
の
状
況
も
踏
ま
え
て
研
修

対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
阿
寒
町
か
ら
は
、
中
島
町

長
、
小
林
議
長
、
山
崎
合
併
問
題
等
調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
、
併
せ
て
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
鈴
木
課
長
、
岡
本
副

主
幹
の
出
席
を
え
て
説
明
を
受
け
た
。

　

阿
寒
町
は
釧
路
地
域
六
市
町
村
（
釧

路
市
、
釧
路
町
、
白
糠
町
、
音
別
町
、

阿
寒
町
、
鶴
居
村
）
に
よ
る
協
議
を
進

め
て
お
り
、
十
四
年
十
月
に
は
各
町
村

議
会
の
議
決
を
得
て
〝
合
併
協
議
会
〞

を
設
置
し
、
以
降
六
回
の
協
議
会
（
首

長
、
助
役
、
議
長
、
副
議
長
、
議
員
五

名
、
そ
の
他
学
識
経
験
者
十
名
以
内
、

各
首
長
が
定
め
た
委
員
に
よ
り
構
成
）、

そ
の
下
に
八
つ
の
小
委
員
会
（
新
市
建

設
構
想
、
行
財
政
、
住
民
生
活
、
都
市

環
境
、
健
康
福
祉
、
産
業
経
済
、
教
育

文
化
、
広
報
公
聴
）
も
十
一
回
〜
七
回

開
催
し
テ
ー
マ
別
に
協
議
を
進
め
て
い

る
。
更
に
協
議
会
へ
の
提
案
、
調
整
の

た
め
幹
事
会
を
置
き
十
六
回
も
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

　

十
五
年
に
入
り
、
各
団
体
、
各
地
域

で
住
民
の
意
向
調
査
、
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

阿
寒
町
と
し
て
は
、
釧
路
湿
原
、
阿

寒
湖
、
丹
頂
鶴
、
空
港
等
々
、
釧
路
と

の
観
光
産
業
で
の
一
体
化
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
す
た
め
に
積
極
的
で
あ
り

〝
市
〞
に
よ
る
吸
収
合
併
等
に
つ
い
て

は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
て
は
い
な

い
と
思
わ
れ
た
。

　

既
に
一
千
項
目
以
上
の
合
併
に
伴
う

協
議
を
進
め
て
お
り
相
当
早
い
ペ
ー
ス

で
検
討
を
重
ね
て
い
る
も
よ
う
。
特
に

合
併
後
は
、
全
市
町
村
の
議
員
は
二
年

間
は
新
し
い
市
の
議
員
と
な
る
。（
総

勢
百
名
を
超
え
る
）
そ
の
理
由
は
、
合

併
後
二
年
の
間
に
新
し
い
自
治
体
の
基

本
構
想
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
各
地
域
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、
一
名
や
二
名
の
議
員
の
地

区
で
は
困
難
と
の
判
断
に
よ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
私
共
も
検
討
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
。

　

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
早
六

ヶ
月
。
国
の
内
外
を
問
わ
ず
諸
問
題
が

山
積
み
し
て
い
る
中
、
先
行
き
不
透
明

な
今
を
脱
却
す
る
為
の
確
か
な
る
〝
日

本
〞
を
目
指
す
為
の
国
政
選
挙
の
幕
が

下
り
ま
し
た
。
政
権
公
約
選
挙
（
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
選
挙
）
で
国
民
の
審
判
が
下

さ
れ
ま
す
。
公
約
が
実
行
さ
れ
る
と
信

じ
一
票
を
投
じ
る
の
で
あ
り
、
公
約
の

重
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
決
し
て
「
時
と
場
合
」
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
如

何
な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
邁
進
し
て

い
く
姿
が
「
公
選
さ
れ
た
人
」
で
あ
り

ま
す
。

　

冬
の
到
来
を
前
に
「
世
界
遺
産
」
に

道
内
で
は
初
と
な
る
知
床
が
推
薦
さ
れ

る
事
と
な
っ
た
こ
と
は
、
私
達
道
民
は

も
と
よ
り
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
持
っ

た
情
景
豊
か
な
日
本
の
誇
り
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
日
本
人
と
し
て
の
芸

術
、
文
化
、
習
慣
等
も
更
に
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
確
認

す
べ
き
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
行
方
を
決
め
る

大
切
な
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
議
会
広
報
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
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集
後
記
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